
子どもの健康と環境に関する大規模出生コホート調査の現状と課題  －国際協調に向けて－

1.1　大規模出生コホート調査への期待（仮）
WHO環境保健部長　Maria Neira

1.2　エコチル調査からこれまでに得られた成果
エコチル調査コアセンター長　川本俊弘

海外の大規模出生コホート調査の進捗状況
1.3　ノルウェー母と子のコホート調査（MoBA）

Per Magnus
1.4　デンマーク国家出生コホート（DNBC）

Mads Melbye
1.5　アジアの調査　北海道大学　岸玲子
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第一部　 エコチル調査の現状と今後の展望

千葉UCのマスコット
キャラクター
「ぴよきち」

次世代の子どもたちが健やかに成長していくことのできる環境づくりをめざす
ために実施しているエコチル調査。現在、全国約10万組の親子が参加中！

国際連合大学
ウ・タント国際会議場
（東京都渋谷区神宮前5-53-70）

国際連合大学
ウ・タント国際会議場
（東京都渋谷区神宮前5-53-70）

場所

エコチル調査国際シンポジウム

第二部　 パネル・ディスカッション
出生コホート調査の推進に向けて －情報発信の視点から－
コーディネーター：千葉大学　森千里
　　　　　　　　国際がん研究機関所長　Christopher P. Wild
パネリスト：
ノルウェー母と子のコホート調査（MoBA）　Per Magnus
デンマーク国家出生コホート（DNBC）　  Mads Melbye
大規模出生コホート調査に関する国際作業グループ　Ruth Etzel
国際連携調査委員会委員長　   上島通浩

2015年12月３日（木）

※事前申し込み 定員20名
（1歳から就学前までのお子様が対象です。）

裏面「参加書」をご覧ください。（要事前登録）
参加お申込み

託児サービス 無料

定員

応募締切

250名

駐車場はありませんので、一般のお客様の駐車はご
遠慮いただいております。

国連大学本部はＪＲ渋谷駅から徒歩10分、または地
下鉄表参道駅(銀座線、半蔵門線、千代田線)B2出口
から徒歩5分です。

アクセス

国立研究開発法人 

国立成育医療研究センター主催 共催 後援千葉大学
国立研究開発法人 
国立環境研究所
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